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１ 目的 

 既存の研究において、高齢者の SNS 利用が社会活動への満足度に対して直接的または間接的に

影響を与えることが明らかにされている。しかし、高齢者の SNS 利用に関する特性に特化した研

究は少ない。このため、本研究の目的は SNS の利用が多い高齢者の特性を明らかにすることであ

る。なお、本稿で対象とする SNS は、LINE、X、Facebook、Instagram、TikTok とする。 

２ 方法 

 本稿に利用した調査は、2025 年 1 月に訪問留置法を用いて全国 65-84 歳（性・年代・地域・都市規

模で割付）を対象に実施したものを用いた。分析は数量化理論第 II 類を用いた。目的変数は「SNS 利

用頻度（1 群：未利用 2 群：低利用 3 群：高利用）」であり、説明変数は「属性・ライフスタイル・

社会活動・QOL に関する 14 項目」とした。低利用と高利用は、各 SNS の利用頻度（受信・送信別）

に応じ、点数化したものを用いた。また、SNS の利用は年齢に関する影響が大きい（年齢が若いほど、

利用頻度が高い）ため、前期高齢者（65-74 歳）と後期高齢者（75-84 歳）に分けて分析を行った。 

３ 結果 

 分析の結果は偏相関係数が高い説明変数をカテゴリースコアから解釈する。両者に共通して、「イ

ノベータ」得点および「情報欲求志向」が高い人が SNS を高頻度で利用する傾向が認められた。また、

前期高齢者においては「女性」および「有職者」、後期高齢者においては「高学歴」「孤独感が低い」お

よび「地域活動が活発」な高齢者の SNS 利用頻度が高いことが明らかとなった。また、「健康満足度」

及び、「世帯年収」「教室活動への参加」は目的変数との関係が低い。 

４ 結論 

 以上により、SNS の利用が多い高齢者の特性はイノベータ傾向が高く、情報欲求志向が高い人で

あった。今後、高齢者により SNS が普及した場合はイノベータ得点や学歴に関する影響が低くな

る可能性がある。また、後期高齢者において、より「孤独感」との関係が強いことから、社会的活

動が少なくなった場合においても、SNS の利用により、孤独感の軽減に繋がる可能性が示唆され

た。 
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